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NTT東日本グループの目指す姿



NTT東日本グループの事業領域拡大



STEP-1
地域の文化など資産・魅力の

調査・研究

STEP-２
地域の人びとを繋ぐ

STEP-3
社会/経済循環モデルの発信・提言

地域社会への実装に向けた情報発信/提言、デジタルを活用したロングタームな支援

地域循環型ミライ研究所（ミライ研）とは

↓ミライ研HP↓
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地域に関わる人々の
ウェルビーイング向上

• 「地域循環型社会の共創」というNTT東日本パーパスの実現に向けて、ICTによる地域課題解決にとどまらない、新たな地域の価

値創造をめざす地域シンクタンクとして設立 （2023年2月1日）

• 地域の暮らし・こころに深く根付く 社会価値＝ 「文化」、「食」、「自然」 の保存・活用を重点研究 領域として設定

• 地域のさまざまなステークホルダとの共創を通じて、持続可能な地域社会のモデル創出を目指す



Well-Being

人々のウェルビーイングを中心に据え

持続可能な地域社会を実現するために

社会価値と経済価値が循環する

社会モデル構築に向けて活動

Find

Connect

Assess

Implement

ミライ研が追求する社会/経済の価値循環モデル＝“ローカル・ループ”∞



2024年度の主な取組み

Theme-０3 地域の魅力再発見 ～ローカルディグ～

Theme-０2
地域をフィールドとした
教育モデルの創出

Theme-０１
地域資源を活用した
関係人口創出

Theme-０４
地域価値創造にむけた

ソーシャルイノベーター育成

↓詳細はこちら↓

2024年度は以下の4つのテーマで、地域価値創造のモデル調査、研究、情報発信を実施。
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Appendix
農山漁村を中心とした取り組みや共創の仕組みづくりのご紹介



• 農山漁村は、一次産業のみならず、地域の暮らしを支える固有のコミュニティ、文化、自然といった次の世代に残すべき
社会価値の源泉としても重要

• 都市企業は、事業基盤である社会全体の活性と持続に向けて、農山漁村を起点とした地域の価値創造に長期的視点で関わ
る必要がある

農山漁村の多面的価値（文化、コミュニティ、自然等）

一次産業

農山漁村

都市企業

経済価
値の
創出

国・地域
・企業

の持
続・
発展

里山文化の継承

（文化・食・自然）
社会価値の再発見

コミュニティ強化

（共助による防災等）

ネイチャー

ポジティブ

（環境配慮等）

ウ
ェルビーイングを中心とした

豊かな暮らし



（参考）関係人口とは
・ 総務省において関係人口を交流人口以上定住人口未満の「地域や地域の人々と多様に関わる人々」と定義

・ ミライ研では、「行き来する者」に着目し、その種別と、 “関わりしろ”、それらへの入り方を整理

総務省において、関係人口は「地域や地域の人々と多様に関わ
る人々」と定義され、関係人口を社会学の見地から定義した田
中輝美氏は「特定の地域にさまざまな形で関わる人々」と言う
など、地域との関わりの捉え方は幅広い

ミライ研では、関係人口のうち、「行き来する者」に着目し、「応
援層」「つながり・縁保有層」「共創層」の 3 種類の階層に分類の
うえ、地域との多様な関わり方である“関わり しろ”、それらへ
の入り方を整理・再定義している

出典： 【実証レポート】棚田研修を起点とした関係人口創出に関する考察～新潟県十日町市における実証からの示唆～出典：地域への新しい入り口『二地域居住・関係人口』ポータルサイト

https://www.ntt-east.co.jp/release/detail/pdf/20250121_01_04.pdf
https://www.soumu.go.jp/kankeijinkou/


「関係人口創出」 を主要研究テーマに、二年間で関係人口創出に関する ４本の実証レポート を発出

【2023年度】

• ワデュケーション※施策が地域や参加企業にもたらす社会的価値・経済的価値についての検証
https://www.ntt-east.co.jp/release/detail/pdf/20240124_05_02.pdf

 ※ワデュケーションとは、ワーケーション（Work＋Vacation）、にeducation（地域のことを学ぶ教育）を組み合わせた事業のこと

【２０２４年度】

• “祭り“を起点とした継続的な関係人口創出に関する考察
 ～秋田県鹿角市における”ワデュケーション”実証からの示唆～

https://www.ntt-east.co.jp/regional_circulation/pdf/report_2024_01b.pdf

• 地域越境型探究学習を起点とした関係人口創出に関する考察
～長野県喬木村における実証からの示唆～
https://www.ntt-east.co.jp/regional_circulation/pdf/report_2024_02a.pdf

• 棚田研修を起点とした関係人口創出に関する考察
 ～新潟県十日町市における実証からの示唆～

https://www.ntt-east.co.jp/regional_circulation/pdf/report_2024_03a.pdf

（参考）これまでに発出した実証レポート

https://www.ntt-east.co.jp/release/detail/pdf/20240124_05_02.pdf
https://www.ntt-east.co.jp/regional_circulation/pdf/report_2024_01b.pdf
https://www.ntt-east.co.jp/regional_circulation/pdf/report_2024_02a.pdf
https://www.ntt-east.co.jp/regional_circulation/pdf/report_2024_03a.pdf


（参考）ワデュケーションとは

リモートワークを活用できる社員が、人口減少が進み地場産業を支える担い手が不足している地域に出向き、
本業とは別にその地域の仕事や活動を体験することで、地域の魅力や文化に触れ、その地域への理解を深める取組み
※外部視点を取り込み、受け入れ側も自地域の魅力の再発見につなげることを期待



https://www.ntt-east.co.jp/release/detail/20240124_05.html

＜プロジェクト概要＞
佐渡島において実施したワデュケーションプログラムを通じて、関係人口がもたらす社会/経済価値の検証結果や課題等をま
とめ、「関係人口創出に向けたワデュケーション実証と今度の課題・提言」レポートを公表（２０２４年１月）

実証実験を新潟県佐渡市で実施
（２０２３年10月）

JAと連携しておけさ柿の選果・
出荷業務を体験

廃校リノベ施設“学校蔵”で
リモートワーク

地域産業のしごと体験等を通じたワデュケーション（新潟県佐渡市）

https://www.ntt-east.co.jp/release/detail/20240124_05.html


＜プロジェクト概要＞

関係人口を一過性のものではなく維持・継続するためには、地域と深く関わるきっかけが重要という仮説のもと、ボランティ

ア体験や祭り参加、住民協働でワークショップを行うなどさまざまな地域との“関わりしろ“を盛り込んだワデュケーションを

2回開催し、参加者の意識変容等を調査しました。

説明文：写真②：

祭りを起点としたワデュケーション（秋田県 鹿角市）

社員が「花輪ばやし」の屋台を押す様子

ユネスコ無形文化遺産である「花輪ばや

し」に夜通し参加し、祭りの担い手不足に

対し、関係人口が打開策となりうるのか

を検証しました。

外からの目線で地域と関わることで

見えてくる“地域の魅力とミライ”につ

いて、地域住民と共に考えるワークシ

ョップを実施しました。

住民と協働で地域を考えるワークショップ 継続的な関係人口につながるコミュニティ

参加者は鹿角市の関係人口施策である「

鹿角家」等のコミュニティに入り、イベン

ト参加等を通じて継続的に鹿角市とつ

ながっています。
詳細はこちら

↓



詳細はこちら
↓

＜プロジェクト概要＞

長野県喬木村の協力のもと、ドルトン東京学園の「地域越境型探究学習プログラム」を企画・支援しました。具体的には、地域を

フィールドに学生が問いを設定し、情報を集め、仮説を立てる。そして、実際に現地に滞在、交流し、解決策を考える取組みです

これらを通じて、生徒と地域双方にどのような地域愛の醸成などの効果をもたらすのか、半年間の活動に伴走、調査しました。

説明文：写真②：

阿島傘の保存・継承に向けた意見交換

作成当時日本一の大きさを誇った和傘の

下で、伝統工芸品の保存・継承に取り組ん

でいる地域おこし協力隊の方の熱い想いを

伺いました。

令和2年の豪雨災害の被災地でもある大

島地区は住民の8割強が高齢者。域外の学

生との交流が地域にもたらす効果につい

て調査分析しました。

限界集落における地域住民との意見交換 喬木村役場とオンラインで繋いだ最終発表会

半年間の探究成果を喬木村役場に発表し

、現地での経験や観察を基にした解決策が

、独自の視点を持つ内容として地域から高

く評価されました

「地域越境型探究学習」による地域愛醸成効果の実証（長野県 喬木村）



＜プロジェクト概要＞

里山の原風景である棚田の多くは存続の危機に瀕しています。棚田の保全・継承に向けた活動を行う新潟県十日町の社会起

業家と連携し、星峠の棚田をフィールドとした企業研修を実施し、多様な生命や文化の源泉である棚田を題材とした研修を

通じて、社会起業家マインドの醸成や「通い農※」の定着に向けたモデル研究を行いました。

※「通い農」とは、主に都市部などの地域外に住む人が耕作主体として、里山に通って田畑の保全に関わるライフスタイル

星峠の棚田耕作農家との対話会

農業従事者や行政関係者との対話を通じ

て、多様なステークホルダーの視点・課題を

学び、社会課題解決に向き合う重要性を体

感しました。

多様な価値をもつ棚田を保全・継承してい

くことの意義や大変さを体感することをね

らいとして、地域の方と共に稲刈り作業を

行いました。

中山間地域の「今」を五感で学ぶ稲刈り体験 地域おこしロールプレイングの様子

社会課題解決を共創する実践として、「棚

田の課題解決」をテーマに多様なロールを

演じながら合意形成を図るワークを行い

ました。

棚田を活用した企業研修による社会起業家マインドの醸成
（新潟県十日町市）

詳細はこちら
↓



海とミライのがっこうを起点としたまちづくり、コミュニティづくり
（横須賀市走水地域）

海とミライの学校の活動発信

• 先日テレビ神奈川で放映

• 今年度は社会的価値と経済価値の循環に焦

点を当て調査研究を実施予定

• 地域住民とともに、今年廃校となった学校の

活用や地域の将来像を議論する場（リビング

ラボ）を立ちあげ

• リビングラボの関わりによる、ウェルビーイ

ングや地域に対する自分ごと化の変容につ

いて調査研究予定

リビングラボの立ち上げ

＜プロジェクト概要＞

横須賀走水の社会起業家と連携し、自然資源を活かした教育/まちづくりプログラム“海とミライのがっこう”を展開し、“海とミ
ライの学校”の持続的な活動、価値創出に向けて、社会価値を経済価値に繋げる仕組みについて研究しています。活動の一環
として、新たな地域コミュニティをつくり、ウェルビーイングや地域に対する自分ごと化についても調査予定です。

• 親子や大人向けの漁体験・食育体験を

行い、自然とのふれあいを通じたソウ

ゾウ（想像・創造）力の醸成やウェルビ

ーイング、地域愛の向上を目指す

自然体験プログラムの実施

詳細はこちら
↓



＜プロジェクト概要＞

食の分野で連携する客員研究員（東洋大学露久保准教授）と共同で、佐賀県唐津市の食文化継承を軸とした研究に取り組んでい
ます。地域の食文化に触れることが地域住民の地域愛着の醸成やウェルビーイングの向上に寄与するか等を調査予定です。地域
における郷土料理に対する認識や、食とコミュニティの関係についての初期調査結果を日本家政学会にてポスター発表しました。

“食文化継承”を通じた地域愛着醸成モデル事業（佐賀県唐津市等） 今年度実証中

詳細はこちら
↓

家政学会におけるポスター発表地域の食文化調査

• 地域の誇る食文化を次世代に継承するため、

現地で活動する個人・団体等へのヒアリング実施し、

対象となる料理や食材を選定

• 郷土料理に関するアンケートを実施し、地域の食文化

継承に関する意識を調査

• 地域の食文化の調査結果を元にポスター発表を実施

• 取組の発信に止まらず、アカデミアや企業内研究所との

新たなつながりも獲得
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「地域エバンジェリスト」支援

⚫ 地域活動に情熱を注ぐ社員を「地域エバンジェリスト」として認定（認定約300名）。

⚫ 地域愛を起点に組織や企業の枠を越えて、ウェルビーイングを実現しながら自己成長を続ける彼らの活動を発信することで、社
員の行動変容を喚起し、多様なフィールドでの活躍を促進

⚫ 地域エバンジェリストの活動を通して、外部からは見えづらい地域の魅力や課題の発掘にアプローチ。

地域エバンジェリスト活動のイメージ

業務内外の活動を通じた地域のリアルな課

題の把握や、地域コミュニティとの関係を

深めることで地域の価値創造に貢献

農業法人へのドローン技術やスマート農業

の導入を通じて、地域の農業を活性化さ

せ、次世代へと繋げていく活動に取り組ん

でいる

活動紹介：高橋透さん
［＃農業法人運営、＃ドローン］

活動紹介：三木篤さん
［＃地域商社設立、＃漁業DXへの挑戦］

地域商社を夷隅東部漁協出資により設立

し、漁業DX等の地域課題解決、地域活性

化に取り組んでいる

ひとりひとりの活動を徹底取材し、社内外へ発信 詳細はこちら
↓



ネットワーキングの場“Palette”（2025/2～）
⚫ 地域活性化や循環社会の共創に向けて志をともにする企業や団体・個人との利害を超えたネットワーキングの場、悩み
や知恵の共有の“ゼミ”として“Paletteを開始

⚫ 将来的に地域創生に係る連携や投資等が、自発的に生まれる共創プラットフォームとなることを目指す



（参考） 客員研究員制度の開始

⚫ ミライ研の共創活動の活性化およびミライ研としての研究アウトプットの質の向上・対外発信力強化を目的として、
「客員研究員制度」を開始

詳細はこちら
↓
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